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しかし, 発音に関しては問題がある｡ は, どの地方ある
いは都会のアクセント(訛り) で話してもいいということには必ずしも現実










() は,  !"#"$	!%という見出































) によると, 政府支援の調査でわかったことであるが, 国民の５分
の１がバスの時間表や料理のレシピが読めず, 書類に必要事項を記入できな















これは, しかし,  "教育の要求が緩和されたということではない｡ 識字



























というものである｡ この点を, 		 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使用を要求している｡ また 	() でも, ６学年３学
期の の目標例として, 
	を使用して訪問者にインタビューがで
きることを挙げている｡ さらに  () には, ６学年生の
について,  !"# [!"]
$!%&"#! '"# " ''!
#!#	"!!"と述べている｡ 英語教育関係の文書を
見ると, このように, 改まったコンテクストでは 
	をもっぱら使用すべき
という考えが, #"という領域で, 強化・再生されて
いく過程を観察することができる｡ 一方, 発音に関しては,  (
) や 	


































































かれたもので, 先に () でその規定に関して見たように, 解釈が容易では
ない｡ しかし, 一般の理解では, かつての教育相ジリアン・シェパードが嫌
悪を示したような訛りは矯正の対象になると考えていいであろう｡
ここに言及された  年の に関する研究の政府
















































































































































































































ういったものがなければ, 英国の英語教育は冒頭で触れた, , 年代の旧
労働党による相対主義的, 複言語主義的なものに返されたであろうし, また
現場は達成度を評価する全国テストに対する反対運動で混乱をきたしたであ













































うことで, 識字水準の引き上げを目指す 政権の諸施策は, このよう
な一般社会の考え方に支えられているということである｡
新労働党政権が教育を継続して推進することを可能にしているいま一































れることがあるが, 本稿ではというように略記した場合には, () に示す通常
理解されている意味で用いることにする｡ なお, 引用文中や引用文に関して述べる際
には, 混乱を避けるために当該引用文におけると同様に表記した｡ また, 本稿で言う
英語教育は, 公立の初等・中等学校の場合を指す｡
２
この本は, 因みに, 副タイトルが示すように, 書きことばだけでなく話しことば








は新労働党の ｢第三の道｣ の考えの影響に言及しているが, 詳述はしていな
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